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主論文 

RT-qPCR analyses on the osteogenic differentiation from human iPS cells: An investigation of 

reference genes 

 

ヒト iPS 細胞の骨分化誘導における逆転写-定量的リアルタイム PCR (RT-qPCR) で用い

る参照遺伝子についての検討 

 

  Kensuke Okamura, Yusuke Inagaki, Takeshi K. Matsui, Masaya Matsubayashi, 

Tomoya Komeda, Munehiro Ogawa, Eiichiro Mori, Yasuhito Tanaka 

Scientific Reports 2020 July 16;10:11748 



論文審査の要旨 

 

逆転写-定量的リアルタイム PCR (RT-qPCR) 法は、遺伝子発現定量によく用いられる

が、その正確な評価には参照遺伝子による標準化が不可欠である。本研究では、ヒト人

工多能性幹細胞 (iPS 細胞) の骨分化誘導実験における適切な参照遺伝子について検証

した。ヒト iPS 細胞を 28 日間骨分化誘導培地で培養した。RNA を抽出し、未分化マー

カー・骨芽細胞および骨細胞分化マーカー・14 種類の参照遺伝子候補について RT-qPCR

を行った。参照遺伝子候補の発現安定性は、4 つのアルゴリズムの解析結果から、最も

安定性の高いものは TATA box binding protein (TBP)、最も低いものは beta-2-microglobulin 

(B2M) となった。本研究は、ヒト iPS 細胞の骨分化誘導実験における RT-PCR において、

最も適切な参照遺伝子を明らかにした先駆的な研究である。 

公聴会での質疑では、異なる細胞腫や同じく骨分化する間葉系幹細胞の場合との相違、

培養期間の妥当性などの質問に、研究結果を丁寧に説明しながら的確に回答できた。ま

た、各々の実験デザインごとに、参照遺伝子候補の発現安定性の評価をその都度行う必

要性について明解に回答された。公聴会での態度も終始落ち着いていた。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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